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Abstract（太字）
Abstractの本文の書式は，字下げ2字，行間1行とする。英文要旨400語以内，1パラグラフとする。本文は表紙，abstractの後に改ページを行う。

Keywords: 英語のキーワードを3つ以上5つ以下とする。日本語併記は任意とする。書式は，ぶら下げ5字とする。

1. 
原稿のファイル形式
本文はwordファイル（docx形式），図表はpdf，jpeg，tiff形式とする。投稿時には，すべてのファイルをpdf形式にまとめ，電子メールまたはファイル転送サービス等により送付する。ただし，印刷上の都合により原稿のプリントアウトの郵送を編集委員会から改めて依頼する場合がある。

2. 本文
2.1　用紙設定
用紙はA4，1ページあたり40字×20行とする。表紙ページからページ下部中央にページ番号（数字）を入れること。原稿（40字×20行）2.9枚がおよそ刷上り1ページに相当する。ページ制限は投稿規定に従う。
本文の章－節－項－目は，原則として1.1.1.1と記載する。
2.2　書式
本文の書式は，字下げ2字，行間1行とする。口語体，新かなづかいを用い，なるべく当用漢字を使用する。句読点は「，。」とする。仮名はひらがな，外国語はカタカナまたは原語，数量は算用数字とする。ただし数十や数百といった表現において漢数字を用いることができる。単位は国際単位系（SI）により，ローマ字による省略形を用いる。やむを得ず他の単位系を用いる場合，最初の記載において，当該SI単位系の値を必ず併記すること。

3. 図表
原則として白黒印刷として，カラー印刷の費用は著者負担とする。費用は，必要な場合は事務局に問い合わせること。なお，冊子体ではモノクロ印刷として，オンラインではカラー印刷とする場合には著者負担は発生しない。作成時には白黒であることと図の大きさを考慮して，色，線の太さ，字の大きさ，解像度等に注意すること。図表は学会誌に掲載される大きさで作成すること。地図には緯度経度情報等を用いて位置がわかるようにするとともに，スケールバーを入れること。写真の倍率は，凡例に示すか，写真に写っている目盛で示すことが望ましい。
図表には，Fig. 1，Table 1のように通し番号をつけ，本文中ではこれらの通し番号と同じ形式で参照すること。図表中には，通し番号および著者名を略記すること（例：Fig1，CHINETSU）。図表ファイル名にも，著者名および通し番号を略記すること（例：Fig1_CHINETSU）。
図表中の文字およびこれらに付随する説明文は英文を原則とする。和・英文併記でもよい。説明文は原稿末尾に本文から独立したページにまとめ，図表を理解するにあたり十分な内容を記載する。ただし，他の章で記載されている内容との重複は避けること。

4. 数式，化学式
数式，化学式はMicrosoft Wordの数式ツールを使用すること。式には通し番号をつけ，行末尾に明記すること。本文中では通し番号と同じ形式で参照すること。
	(1)

5. 引用文献
引用する参考文献は，公表または受理確定済の論文，書籍，ウェブサイト等とする。受理が確定した論文は「印刷中」または「in press」と明示し，年月日は記載しない。なお，査読中の論文，外部に公表されていない社内報などは，参考文献として取り扱わず，本文中に「私信」あるいは「personal communication」として明示する。
引用文献は，日本語で書かれた文献であってもその文献中に英文標題等が示されている場合には本文中英文で記載する。
5.1　学術論文
5.1.1　学術雑誌などの論文
小杉（1986），White（1970），White et al.（1971）によれば・・・
・・・と示唆されている（浦上・平子, 1979）。
・・・である（Ehara and Yuhara, 1987; 水永ほか, 1996; White et al., 1971）。
中村久由（1961)，中村　進（1966）によれば・・・
Hirakawa（1984a, 1984b）
5.1.2　学位論文など長編の論文，単行本などの一部
　湯原・瀬野（1969, p.115）によると・・・
5.2　ウェブサイト
発行年について，判明している場合は前述の文献の引用方法と同様とし，不明の場合はウェブサイトである旨を記すこと。なお，引用サイトが私信に相当すると判断される場合は，私信と同じ取り扱いにする。同一著者の引用文献がウェブサイトかつどちらも発行年が不明の場合，ウェブサイトである旨の記述の次に，a, b, c, ・・・を付記すること。
太陽光ではMETPV-3（新エネルギー・産業技術総合開発機構，ウェブサイト）がすでに開発され・・・
・・・地震調査研究推進本部（ウェブサイト）により示されている。
内閣府（ウェブサイトa, ウェブサイトb）

6. そのほか
投稿された原稿について，上記以外の問題が生じた場合には，編集委員会において対処する。
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